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ご挨拶

代表取締役　北田　孝志

〔企業理念〕
顧客が求める情報システムを提案し、開発する

〔経営指針〕
社会に認められる企業：

高度な技術力を武器に、顧客に対し質の高いサービスを提供する
社員の幸せを願う企業：

企業活動の効率的な成果を踏まえ、社員の物心両面の豊かさの向上を図る
成長し続ける企業：

一人一人の社員の自主性や能力を高めること、それが会社成長の基本である。

〔行動規範〕
Ｃｒｅａｔｉｖｅ（創造的）

人は、常に新しい何かを求め続ける。
Ｃｈａｌｌｅｎｇｉｎｇ（挑戦的）

人は、何かに挑戦しているとき、一番輝いて見える。
Ｃａｐａｂｌｅ（成し遂げる力）

人は、何かを成し遂げたとき成長し、他人からも評価される。
Ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｅ （思いやる気持ち）

人は、他人を思いやる心、物事に対する深い洞察力を持つことにより完成する。

弊社は、２００５年７月１１日に"エコアクション21"の認証を取得し、企業活動を通じて、地球環
境の負荷軽減のための省資源・省エネルギー活動を推進し、環境保全・汚染予防に取り組ん
でいます。
２０２３年には認証取得し１８年という活動期間が過ぎました。
今後更なるスパイラルアップを目指して環境活動を推進します。

１９７０年、国産コンピュータの開発を推し進めるべく経済産業省主導で発足した国家的プロ
ジェクトが当社創業の起源です。
当社の事業活動は、企業理念「顧客が求める情報システムを提案し開発する」をベースに、
携帯電話をはじめ情報家電分野でのエンベデッドシステム開発について豊かな業務経験が
あります。
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１．会社概要

　コンピュートロニクス株式会社

　代表取締役　北田　孝志

　東京都中央区東日本橋３－４－１４
　TEL：03-3667-4133
　FAX：03-3667-4863
　http://www.computronics.co.jp/

　総務部　久保田　由理　

　総務部　久保田　由理　

　事業所名

　代表者氏名

　所在地

　環境管理責任者

　担当者及び連絡先

2022年度

459 477

　組込系・業務系ソフトウェアの設計・開発・検証及び関連サー
ビス
　（保守・メンテナンス・コンサルティング）

事業活動の規模の推移

　事業内容

　取得ISO 　ISO/IEC ２７００１:２０１３/JIS Q 27001:2014（ISMS）

66

125.4

2019年度 2020年度 2021年度

66

１０月より

 　　　280.5

活動規模

　売上高

　従業員

　床面積

65

125.4

466

66

125.4

単位

百万円

人

㎡

494
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２．対象範囲（実施体制、役割・責任・権限）
全社、全組織

１）実施体制
EA21委員会

部門長

従業員 従業員 従業員

人数 4 人数 28 人数 34

２）役割・責任・権限

・環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画を従業員に周知する
・部署に関連する法規等を従業員に周知し、遵守させる
・問題発生時の是正・予防処置報告書を作成する

・環境経営方針、環境経営目標、環境活動内容の理解・把握し、計画を実行する

EA21事務局
久保田　由理

第二事業部　部長
竹原　哲郎

部門責任者

従業員

役割・責任・権限

・環境経営システムの総責任者
・経営における課題とチャンスを明確にする
・環境経営方針を定める
・環境管理責任者を任命する
・資源の用意する
・システムの評価と見直しを行い、必要な指示を環境管理責任者に行う

代表取締役
北田　孝志

環境管理責任者
久保田　由理

総務部　部長
鵜　康雄

事業本部　本部長
松本　真

EA21事務局

・環境経営目標及び環境経営計画を策定する
・教育訓練・目標計画を策定する
・環境負荷と原因となる活動を特定する
・各種報告書を作成する
・環境経営レポートを作成して公開する
・関連法規・条例等を管理する
・文書及び記録を作成・管理する
・外部からの問い合わせに対応する
・是正・予防措置を検討する

代表取締役

環境管理責任者

EA21委員会

・環境経営目標及び環境経営計画等を承認する
・代表取締役に代わり環境経営システム全体に対する責任と必要な権限を持つ
・緊急時における対応を指示する
・内部・外部コミュニケーションの（苦情等）に対応する
・環境経営シムテムの全般の運用を監視し、取組を評価する
・環境経営システムの運用状況を、代表取締役に報告する

・環境経営システムの運用を推進する
・月一の運営会議で情報を共有する

第一事業部　部長
松本　真
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３．環境経営方針

＜環境理念＞

コンピュートロニクス株式会社は、ソフトウェア開発を通じて、

【社会に認められる企業】

【社員の幸せを願う企業】

【成長し続ける企業】

を経営指針とし、環境経営シムテムを構築し、経営者及び全従業員でエコアクション活動に

継続的に取り組み、人や環境に優しい社会の実現に貢献する企業を目指します。

＜環境方針＞

１．  ソフトウェアの開発業務のなかで提案を実施することで、設計から納品までの開発工程におけ

る効率化により環境への負荷の低減を継続的に推進します。

従業員の総労働時間の短縮に取組み、環境への負荷の低減に寄与します。

２．  事業活動に関わる全ての領域で、省資源、省エネルギー、廃棄物の削減に取り組むと共に、資

源循環に配慮することを推進します。

３．  環境関連法規を遵守し、環境経営システムと環境保全を継続的に改善することを推進します。

４．  環境教育や広報活動の実施により、当社で働くすべての人に環境方針を周知するとともに、

環境活動をレポートとしてまとめ、自社のホームページ上で公開して一般の閲覧を可能にし、

地域へのコミュニケーションを図るように努めます。

改定：2018年　8月1日

制定：2004年10月1日

コンピュートロニクス株式会社

代表取締役　北田　孝志
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４．環境経営目標（中期目標）

〇排出係数は2020年度東京電力0.441kg-CO2 /ｋWｈを使用

項目
目標値

20223年度
目標値

2022年度
目標値

2021年度

基準値
2016～2020年度

平均

従業員の
残業時間

（超過時間）
h/月/人

12.28 12.27 12.26

基準値

12,747 12,735

12.24

-0.1％

-0.0％

-0.2％

-0.0％

-0.1％ -0.2％ -0.3％

目標値
2024年度

12.23

-0.4％

12,722

-0.4％

ｋWｈ

枚紙の使用量＊

電力使用量の
削減

15,936

-0.0％

16,000

基準値 -0.3％

基準値 -0.0％

15984 15,968 15,952

12,773 12,760

kg
一般廃棄物排
出量の削減

12

431.91

kg
再生利用物排
出量の削減

水使用量
＊2

㎥

77.45 77.37 77.30 77.22 77.14

基準値 -0.1％ -0.2％ -0.3％ -0.4％

12.26 12.25 12.23 12.22

基準値 -0.1％ -0.2％ -0.3％ -0.4％

431.48 431.05 430.61 430.18

基準値 -0.1％ -0.2％ -0.3％ -0.4％
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５．環境経営計画

EA21事務局

環境教育 ・示達時にEA21の教育を行い、社員の意識を高める EA21事務局

水使用量削減について

・4等級以下の社員に補助を出し、仕出し弁当を推
奨する
仕出し弁当で栄養のバランスをととのえ健康へ配
慮する

スマートミールの推奨

従業員・常に節水に努める

責任者

従業員の残業時間
（超過勤務時間）

部門責任者

・　オフィスから排出されるゴミを分別し、それぞれ
の重量を計測する。

EA21事務局

・毎月の連絡会議で実績を把握し、さらに問題点が
あればこれを是正する

・空調温度（夏27度、冬20度）の管理は継続する
・UPSの機能保全の対応は継続する

・オンデマンド印刷を推奨する
・集約印刷を推奨する

取組目標 活動項目

電力使用量の削減

紙使用量の減少

オフィスから排出される
ゴミの分別及び重量の
計測

EA21事務局

EA21事務局
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６．環境活動の取組結果

〇 排出係数は2020年度東京電力0.441kg-CO2 /ｋWｈを使用

目標比

未達成

達成
紙の使用量

＊３
枚 16,000

170% 未達成

一般廃棄物排出量
の削減

kg 12.27 12.25 32.50 265%

項目 単位
基準値

2016～2020
年度平均

2022年度

431.91 431.05 419.96 97% 達成

目標達成
の判定

目標 実績

10.82

5,633.07 5,621.80

88%

15,968 10,000

再生利用物排出量
の削減

kg

ほぼ達成
（出席率
90％のた

め）
社員教育
出席率

- 87 78

90%
環境レポート2021の説明（人数はグループ

全体）

環境教育

アンケート
回答率

- 75% 未実施 -

63%

未達成

水使用量
＊2

㎥ 77.45 77.30 131.69

単位過去３ヵ年の環境負荷実績 2021年度

12,655

80.04

5,580

（0.441）

349

kWh

㎥

kg-CO2 

kg

総エネルギー使用量

kg

購入電力

水資源投入量

CO２

（排出係数）

再生利用

単純焼却
一般廃棄物総排出量

従業員の残業時間
（超過勤務時間）

h/月/人 12.28 達成

電力使用量の
削減

ｋWｈ 12,773 12,747.45 14,402.17 113% 未達成

12.26

二酸化炭素排出量
の削減

＊１
kg-CO2 6,351.36 113%

2022年度

14,402

131.69

6,351

（0.441）

420

32.5

12,073

75

5,324

（0.441）

292

7 16

2020年度
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過去３ヵ年の環境負荷実績グラフ
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７．個々の取組評価と次年度の取組　

従業員の残業時間（超過勤務時間）

電力使用量の削減

水使用量

紙使用量の減少

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

スマートミール（仕出し弁当）の推奨

環境教育

次年度の取り組み 発生時は、リサイクル・リユースを検討する。

取り組み結果の評価

取り組み結果の評価

次年度の取り組み

取り組み結果の評価

次年度の取り組み

常駐社員が増えてきたが40％の社員が在宅勤務勤務となっている。
2023年4月からの36協定の変更にともない、e-就業のアラーム設定
を増やして意識づけをおこなった。

引き続き、当日中の出退勤打刻を推進して勤務時間の把握を推進
する。

10月の本社増床のため使用電力が増え、目標を達成できなかった。
増床部分は使用時以外は消灯、空調電源オフにして使用量を抑え
た。

求人等でセミナールーム・会議室の使用が本格化していくので、使
用量の推移を把握する。

書類の電子提出が進み、前年度使用量を下回る

取り組み結果の評価
水使用量は9月まではフロア面積配分だったが、10月からグループ
会社だけの占有になり使用量が増え目標達成ができなかった。

次年度の取り組み 使用量の推移を把握する

４等級以下社員負担は一食100円とし、利用を促進する。

全社員出席の示達が開催できたので、環境レポート2021をプロジェ
クタ―を利用して説明した。

環境に関するアンケートを実施。回答率70％を目指す。

取り組み結果の評価

次年度の取り組み

継続して努力する。

増床工事にともない、社内整理をおこない不用品の整理、OAタップ
の交換などで廃棄量が増えた。（OAタっプは未廃棄あり）

OAタップ分の未廃棄を見越して目標値変更を検討する。
７月から本社研修（待機）の中途・新入社員は１０数名と多くなるが、
仕出し弁当を利用等でゴミの排出を抑える。

業者都合により、2月から業者変更にともないスマートミールから仕
出弁当へ移行

次年度の取り組み

取り組み結果の評価

次年度の取り組み

取り組み結果の評価

次年度の取り組み

取り組み結果の評価 実績なし
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８．環境関連法規の遵守状況と違反、訴訟の有無

当社が遵守すべき}環境関連法規及び条例に対する違反はありませんでした。

また、関係当局からに違反などの指摘も過去3年間ありませんでした。

環境に関する訴訟等もありませんでした。

近隣住民からの苦情等もありませんでいした。

環境管理責任者　鵜　康雄

2023年4月15日

コンピュートロニクス株式会社

・指定家電の廃棄（小売店へ料金を支払い引き
渡す又は自治体指定の方法で引き取り依頼す
る）

違反なし

消防法
法8条
法8条の3

・防火管理者の提出
・消火設備、避難路の確保 違反なし

第6条
第19条

・フロン排出抑制法
・フロン類含有のエアコン・冷水器等の廃棄時に
は、許可を受けている業者に引き渡し、引取証明
書を受ける

違反なし

・ＯＡ機器の廃棄（認可のリサイクル業者への回
収依頼）

違反なし第6条小型家電リサイクル法（略称）

グリーン購入法（略称）

家電リサイクル法（略称） 第6条

労働安全衛生法

第3条
第12条
第71条２
第66条

・職場における労働者の安全と健康を確保
・衛生管理者の選任
・快適な職場環境の形成
・健康診断の実施

違反なし

第5条 ・環境物品の購入

容器包装に係る分別収集及び
再商品化の促進等に関する法
律

第7条
法8条の3

・買い物時にはエコバックを持参し、プラスチック
製買い物袋を利用しない ―

違反なし

フロン排出抑制法（略称）

基準に適合する汚水を流す（油・有害物質をなが
さない）

違反なし

中央区廃棄物の処理及び再
利用に関する条例

条例第18
条 ・ごみを可燃不燃資源物に分別する 違反なし

東京都下水道条例

規制内容等
環境管理

責任者評価

廃棄物処理法（略称）

第7条
第12条
第14条
第15条

・産業廃棄物処理業者との委託契約 違反なし

条項法律・条令・規則の名称
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９．代表者による全体評価と見直し

・ 環境への取り組みは適切に実施されているか
⇒

・ 環境経営システムが有効に機能しているか
⇒　システムについて問題なく有効に機能している。

【見直し】
・ 環境経営方針

⇒変更の必要性：　　□有　　　■無

・ 環境経営目標・環境経営計画
⇒変更の必要性：　　■有　　　□無

・ 実施体制の見直し
⇒実施体制：　　□変える　　■変えない

代表取締役　北田　孝志

【全体評価】

これまでのEA２１活動はほぼ順調に活動できています。
本社増床というイベントがありましたが、これから目標等を把握します。

２０２3年５月３１日

①今年度も環境活動の目標は達成できたものと、未達成のものとがありました。引き続
き努力を維持していきます。

②今後も環境が人類史上重要と考え、全社一丸となり努力していきます。

増床部分は常時使用ではないため、202年度はデータを収集し今後の目標値を見
直します。
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